
【特集】徳之島町、県内初の「SDGs（エスディジーズ）未来都市」へ。
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知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

　

～
世
界
中
が
目
指
す
、
私
達
の
17
の
ゴ
ー
ル
～

徳之島町
Tokunoshima Town

エ
ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

２
０
１
５
年
９
月
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ

た
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
行
動
計
画
）」

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
は
そ
の

中
に
記
載
さ
れ
た
、
１
９
３

の
す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
が
、

２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年

ま
で
に
取
り
組
む
「
世
界
共
通

の
目
標
」
で
す
。
持
続
可
能
な

開
発
目
標
、
つ
ま
り
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
や
孫
な
ど
の
世
代

に
負
担
を
か
け
ず
、
社
会
を
よ

り
良
く
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

の
目
標
で
あ
り
、
本
号
表
紙
の

「
17
の
ゴ
ー
ル
」
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て

取
り
残
さ
な
い
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
、
す
で
に
世
界
中
の

国
・
地
域
で
取
組
み
が
始
ま
り
、

日
本
で
も
国
や
自
治
体
・
企
業
・

地
域
団
体
な
ど
で
様
々
な
取
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳之島町、県内初の　　　　　　　　　　　へ。「SDGs 未来都市」
～「あこがれの連鎖と幸せな暮らし」の実現に向けて～

　令和元年 7 月 1 日、総理大臣官邸で令和元年度「SDGs 未来都市」選定証授与式が開催され、本町からは
高岡秀規町長の代理として幸野善治副町長（写真中央）が出席し、選定証が授与されました。

【令和元年度「SDGs 未来都市」選定証授与式】

SDGs  =  SUSTAINABLE  DEVELOPMENT  GOALS
持 続 可 能 な 　 　 　   開 　 発 　 　 　  目 　 標

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

令
和
元
年
７
月
１
日
、
徳
之

島
町
は
内
閣
府
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、
鹿

児
島
県
内
の
自
治
体
で
は
大
崎

町
と
と
も
に
初
の
選
定
と
な
り

ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
は
、

地
方
創
生
分
野
に
お
け
る
日
本

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
」
の
構

築
に
向
け
、
自
治
体
に
よ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
組

み
の
先
進
的
な
モ
デ
ル
と
な
る

都
市
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

と
し
て
国
が
選
定
す
る
も
の

で
、
本
町
も
含
め
令
和
元
年
度

は
全
国
31
の
自
治
体
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
、
国
の
関

係
省
庁
支
援
策
の
積
極
的
な
活

用
等
、
様
々
な
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

（エスディジーズ）

SDGs 未来都市選定証
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徳
之
島
町
は
今
回
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

と
し
て
「
あ
こ
が
れ
の
連
鎖
と
幸
せ
な
暮
ら

し
創
造
事
業
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
地
域
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

経
済
成
長
、
※
社
会
的
包
摂
、
環
境
と
の
共

生
と
い
う
３
つ
の
主
要
素
を
調
和
さ
せ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

経
済
面
で
は
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
や
動
画

コ
ン
テ
ン
ツ
等
制
作
の
受
注
・
提
案
、
ま
た

※
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
等
の
先
端

技
術
を
使
い
、
地
域
資
源
を
用
い
た
商
品
開

発
等
で
「
稼
ぐ
力
」
を
強
化
す
る
「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
想
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

社
会
面
で
は
、
自
生
植
物
を
活
用
し
た
商

品
開
発
等
に
よ
り
、
集
落
に
自
然
資
源
・
人
・

お
金
が
循
環
す
る「
小
さ
な
経
済
」を
つ
く
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
全
て
の
人
の
出

番
と
居
場
所
を
創
出
し
て
社
会
的
包
摂
を
促

進
し
ま
す
。

環
境
面
で
は
、
※
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
と
し
て

の
集
落
の
再
興
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
る

と
と
も
に
、次
世
代
教
育
と
し
て
わ
れ
ん
き
ゃ

ガ
イ
ド
等
の
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
３
つ
の
要
素
を
つ
な
ぎ
、「
み
ら

い
創
り
ラ
ボ
」
井
之
川
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
拠
点

と
し
て
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ラ
ボ
で
は

住
民
や
島
内
外
の
企
業
・
大
学
・
行
政
な
ど

多
様
な
人
材
が
交
流
し
、
共
に
島
の
活
性
化

に
取
り
組
む
こ
と
で
「
あ
こ
が
れ
の
連
鎖
」

を
つ
く
り
、
高
校
卒
業
後
に
島
外
へ
転
出
し

た
人
材
が
「
徳
之
島
で
働
き
た
い
」
と
考
え

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

【社会的包摂】すべての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護
し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員
として包み支えあうこと。

【IoT（アイオーティー）】モノのインターネット。Internet of 
Things の略。テレビなどの家電（モノ）がインターネット経由
で通信すること。

【エコビレッジ】住民が互いに支え合い、自然環境への負荷が少
ない暮らしをする共同体・地域社会のこと。

「
あ
こ
が
れ
の
連
鎖
と
幸
せ
な
暮
ら
し
」

の
実
現
に
向
け
て

【
※
用
語
解
説
】

【経済⇔環境】
付加価値の高い生業創出と先端技術導入による

「稼ぐ力」の発揮

経済→環境

■イノベーション教育による環境
課題へのチャレンジ

■エコを付加価値とすることで
自然環境の保全に資する

環境→経済

■自然環境の適正利用を前提とした
持続可能な観光業の促進

■エコをコンセプトとした商品開発
によるCSR投資等

【経済⇔社会】
シマ（集落）から始まるナリワイ（小さな経済）創出と

社会的包摂の具現化

経済→社会

■多様なプレイヤーによる対話を場とし
たダイバーシティの具現化

■ナリワイ創出による高齢者、障がい者、
老若男女の社会的包摂

社会→経済

■離島のハンディを感じることのない先端
技術へのアクセス

■プログラミング等ＩＴ技術者誘致やテレ
ワーカーの確保

【社会⇔環境】
エコビレッジとしてのシマ（集落）の再興

社会→環境

■地域人材をメンターとした環境
教育を確立

■高齢者、障がい者、老若男女
「誰もが」できる方法で環境保全
を具体化

環境→社会

■多様な主体の共創プロジェクト
テーマとして環境を配置

■環境価値の創出のために集落の
「誰もが」参画できる仕組みを構築
する

若い世代を惹起するテレワーク等による新しい産業創出とエコビレッジを

拠点とした社会的包摂により、持続可能な地域循環を実現する。

「あこがれの連鎖と幸せな暮らし創造」

「あこがれの連鎖と幸せな暮らし創造事業」の相乗効果
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（一社）徳之島、関西徳州会の皆さんと町関係者 会場を巻き込んで沸かせたけんぢ君の大道芸

６
月
17
日
、
一
般
社
団
法
人
徳
之
島

と
関
西
徳
州
会
の
メ
ン
バ
ー
総
勢
13
名

が
、
徳
之
島
３
町
へ
の
表
敬
訪
問
の
た

め
、
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
般
社

団
法
人
徳
之
島
は
、
兵
庫
県
尼
崎
駅
前

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
徳
之
島
祭
り
」

を
徳
之
島
三
町
と
共
催
。
今
年
３
月
に

は
約
２
万
５
０
０
０
人
が
集
い
「
第
８

回
徳
之
島
祭
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
17
日
の
訪
問
で
は
祭
り
の
お

礼
や
報
告
、
ま
た
翌
日
18
日
に
は
徳
之

島
３
町
関
係
者
と
意
見
交
換
会
を
開

き
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
の
訪

問
に
あ
わ
せ
、
両
団
体
か
ら
本
町
へ
寄

附
金
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
く
の
し
ま
子
ど
も
文
化
祭
が
６
月

16
日
、
町
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
徳
之
島
町
文
化
会
館
25
周
年
記

念
と
な
っ
た
同
イ
ベ
ン
ト
。
会
館
前
広

場
で
の
「
工
事
現
場
で
働
く
車
」
の
乗

車
体
験
や
、
ロ
ビ
ー
で
の
園
児
の
作
品

展
示
、
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
子
ど
も
達

の
舞
台
発
表
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
特
別

ゲ
ス
ト
「
大
道
芸
人
け
ん
ぢ
君
」
が
出

演
。
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
軽
快
な
ト
ー
ク

を
交
え
た
大
道
芸
を
披
露
し
、
訪
れ
た

子
ど
も
達
は
楽
し
げ
な
笑
い
声
を
会
場

中
に
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
徳
之
島
と
関
西
徳
州
会
が
表
敬
訪
問

子
ど
も
文
化
祭
、
今
年
は
文
化
会
館
25
周
年
記
念

今年は轟木集落が唯一豊年祭のみこしを実施 心豊かな社会の実現に向けシンポジウム等実施

轟
木
集
落
で
６
月
16
日
、
伝
統
の
豊

年
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
午
前
９
時
頃
、

轟
木
神
社
か
ら
み
こ
し
や
花
車
が
出

発
。
集
落
内
を
練
り
歩
き
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
ま
し
た
。
徳
之
島
町
で
は
例

年
、
轟
木
集
落
の
ほ
か
花
徳
・
山
・
手
々

集
落
で
豊
年
祭
の
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
轟
木
以
外
の
３

地
域
は
実
施
予
定
だ
っ
た
前
週
６
月
９

日
が
雨
と
な
り
、
み
こ
し
が
中
止
に
。

打
っ
て
変
わ
っ
て
晴
天
に
恵
ま
れ
た
轟

木
集
落
の
豊
年
祭
で
は
、
集
落
内
を
練

り
歩
く
み
こ
し
や
花
車
を
見
よ
う
と
沿

道
に
見
物
客
が
集
ま
り
、
活
気
あ
る
豊

年
祭
の
様
子
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
31
回
ふ
る
さ
と
を
興
す
大
島
地
区
地

域
女
性
連
学
習
大
会
が
６
月
15
日
、
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
大

会
テ
ー
マ
は
「
心
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

～
女
性
の
知
恵
と
実
践
で
～
」。
大
島
地

区
内
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
で
学
び
を
深
め
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
本
町
か
ら
東
区

の
清
瀬
利
津
子
さ
ん
が
教
育
分
野
に
つ
い

て
、
町
地
域
女
性
連
書
記
の
春
山
恭
子
さ

ん
が
女
性
連
組
織
に
つ
い
て
発
表
。
子
ど

も
・
親
子
が
参
加
し
や
す
い
地
域
活
動
の

実
践
や
、
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
活

動
と
な
っ
て
い
る
女
性
連
活
動
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

轟
木
集
落
で
豊
年
祭
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願

徳
之
島
町
で
大
島
地
区
地
域
女
性
連
学
習
大
会
開
催
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今回初の受賞となった町シルバー人材センターユーモラスなやりとりで会場を沸かせた島口議会
公
益
社
団
法
人
徳
之
島
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
６
月
20
日
、
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
よ
り
、

令
和
元
年
度
安
全
就
業
優
秀
・
優
良
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
表
彰
の
優
良

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
今
回
が
初
受
賞
。
表

彰
は
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
年
次
総
会

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
中
で
、
会
員
の

安
全
就
業
で
他
の
模
範
と
な
る
成
果
を

あ
げ
た
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
優
良
賞
に

は
徳
之
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
含
む
18
団
体
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
６
月
30

日
、
第
34
回
島
口
島
唄
の
祭
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
７
団
体
・
個

人
が
出
演
し
、
島
唄
や
島
口
で
の
漫
談

を
披
露
。
亀
津
在
住
の
福
田
す
な
子
さ

ん
の
司
会
や
、
町
長
・
教
育
長
に
よ
る

開
会
の
あ
い
さ
つ
も
島
口
で
行
わ
れ
、

方
言
文
化
の
保
存
継
承
の
機
運
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
を

飾
っ
た
「
島
口
議
会
」
で
は
、
町
議
会

議
員
・
町
執
行
部
と
も
に
島
口
で
質

問
・
答
弁
。
普
段
の
真
剣
な
議
会
の
雰

囲
気
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
や
り
と
り
に
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
安
全
就
業
で
優
良
賞

島
口
文
化
伝
承
へ
、
島
口
島
唄
の
祭
典
開
催

「
２
０
１
９
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｉ
Ｎ

徳
之
島
大
会
」
が
６
月
23
日
、
島
を

一
周
す
る
95
・
６
㌔
の
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
荒
天
の
た
め
ス
イ
ム
が
当

初
の
２
㌔
か
ら
６
０
０
㍍
へ
短
縮
。

安
全
面
に
配
慮
し
参
加
者
を
５
組
に

分
け
て
３
分
お
き
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
な
ど
、
悪
天
候
下
で
の
過
酷
な
レ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。
土
砂
降
り
の
雨

の
中
、
沿
道
の
住
民
や
大
会
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
懸
命
に
応
援
。
鉄
人

た
ち
を
支
え
ま
し
た
。

ま
た
例
年
大
会
前
日
に
開
催
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
向
け
ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
は
、

荒
天
の
た
め
大
会
初
の
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
、
嵐
の
中
の
過
酷
な
レ
ー
ス
に

安全を考慮し時間差でスタート、スイムも短縮

バイクコースを疾走する出場選手

大雨の中でボランティアも大会に大きく貢献
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「夢を創造し、実現できる」徳之島町へ

①
農
林
水
産
業
の
振
興

産
業
、
特
に
農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る

雇
用
の
創
出
は
、
徳
之
島
町
の
地
方
創
生
の

一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
の
六
次
産
業
化
の
た
め
の
「
美
農
里

館
」、
畑
か
ん
水
源
で
あ
る
「
徳
之
島
ダ
ム
」、

安
定
的
な
飼
料
確
保
の
た
め
の
「
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
」、
優
良
雌
牛
か
ら
受
精
卵
を
採
卵
、

販
売
・
移
植
を
行
う
た
め
の
「
受
精
卵
セ
ン

タ
ー
」、漁
業
資
源
の
安
定
供
給
の
た
め
の「
貯

氷
製
氷
施
設
」
の
整
備
な
ど
、
そ
の
基
盤
は

整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
基
盤
を
し
っ

か
り
と
活
用
し
つ
つ
、
農
林
水
産
業
の
振
興

に
よ
る
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

②
医
療
と
福
祉
の
充
実

「
長
寿
・
子
宝
の
島
」
と
し
て
有
名
な
徳
之

島
。
一
方
で
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
認

知
症
や
医
療
ケ
ア
を
要
す
る
高
齢
者
が
増
加

し
た
り
、
核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
に
よ
っ
て
子
育
て
環
境
が
変
化
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
、
長
寿
・
子
宝
の
島
に
ふ
さ
わ
し
い
、

医
療
と
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

③
教
育
の
推
進

今
、
徳
之
島
町
で
義
務
教
育
を
受
け
て
い

る
子
ど
も
た
ち
は
、将
来
の
徳
之
島
を
背
負
っ

て
立
つ
人
材
で
す
。
こ
の
た
め
、
徳
之
島
町

の
教
育
は
、
徳
之
島
の
将
来
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
教
育
は

将
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、
教
育
こ
そ
が
、
町

の
将
来
を
変
え
、
島
の
新
た
な
未
来
を
築
い

て
い
く
は
ず
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な

学
力
、
豊
か
な
心
、
た
く
ま
し
い
体
力
を
定

着
さ
せ
る
た
め
の
教
育
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。

④
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
る
交
流
人
口
の

拡
大
と
均
衡
あ
る
発
展

世
界
自
然
遺
産
登
録
は
、
貴
重
な
動
植
物

の
保
全
と
と
も
に
、
観
光
振
興
、
地
域
振
興

の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
貴
重
な
自

然
環
境
や
島
の
暮
ら
し
、
伝
統
文
化
を
活
用

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
の
東
京
一
極
集
中
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
徳
之
島

町
に
お
け
る
亀
津
へ
の
人
口
集
中
も
均
衡
あ

る
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
は
、
手
付
か
ず
の
自
然

が
多
く
残
る
東
天
城
地
域
を
振
興
す
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
考
え
、
平
成
27
年
度

か
ら
花
徳
支
所
に
「
北
部
振
興
係
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
契
機
と

し
て
、
徳
之
島
町
の
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展

を
目
指
し
ま
す
。

⑤
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
産
業
と
誘
致
活
動

外
海
離
島
に
位
置
す
る
徳
之
島
町
。
そ
れ

故
の
高
い
流
通
コ
ス
ト
な
ど
地
理
的
な
不
利

性
か
ら
、
製
造
業
な
ど
の
産
業
が
育
ち
に
く

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｔ
産

業
は
、
外
海
離
島
に
お
い
て
も
距
離
的
不
利

性
を
軽
減
で
き
る
数
少
な
い
産
業
の
一
つ
で

す
。
ま
た
、
徳
之
島
は
、
豊
か
な
自
然
環
境

や
安
い
オ
フ
ィ
ス
賃
料
な
ど
の
優
位
性
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘

致
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
元
で
Ｉ
Ｔ
関

連
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
起
業
支
援

を
進
め
、
企
業
活
動
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
を
推
進
し
ま
す
。

⑥
闘
牛
、
伝
統
文
化
の
継
承

貴
重
な
文
化
財
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
大
人
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
す
。
徳
之
島
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
闘

牛
や
島
唄
、
相
互
扶
助
の
精
神
で
あ
る
「
結
」

の
心
や
お
も
て
な
し
の
心
、
島
口
な
ど
、
数

多
く
あ
る
地
元
の
宝
を
次
世
代
へ
し
っ
か
り

と
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
取
り
組

み
の
中
で
各
世
代
間
交
流
を
図
る
事
を
目
指

し
ま
す
。

⑦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
の
創
設

近
年
、
地
域
の
防
災
・
災
害
情
報
、
行
政

情
報
や
地
域
重
視
の
各
種
き
め
細
や
か
な
情

報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

Ｆ
Ｍ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
密
着

し
た
情
報
を
送
受
信
す
る
交
流
型
の
シ
ス
テ

ム
ツ
ー
ル
と
し
て
確
立
し
、
ま
ち
づ
く
り
、

島
づ
く
り
に
対
す
る
町
民
の
更
な
る
意
識
の

向
上
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

～高岡秀規町長、４期目に向けた７つの公約～

○ 夢を叶える。人が地域を創る
○ 頭で考える。そして心で考える
○ 難関を解決する力を得ることで地域の活性化はなされる
○ 地域が私に何をしてくれるのではなく、
　　　　私が地域に何かをしなければならない
○「強いものが生き残るのではなく、
　　　　環境の変化に対応できるものが生き残る」

政
治
理
念
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町からのお知らせ
あなたの家のリフォームを支援します

令和元年度徳之島町住宅リフォーム助成事業のご案内
建設課 　☎ 0997-82-1111（内線 253）問

補 助 額 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 対 象 世 帯 ・ 対 象 工 事

①一般世帯補助金
【補助率】　　
対象工事費の１５％

【限度額】　　２４万円

全ての世帯

・居室等の増築，間取りの変更
・屋根、外壁、床、壁、天井等の改

修
・台所、トイレ、浴室、洗面所の改

修など

対象とならない工事（住居部分に関係しない工事、工事を伴わない機器のみの取替えなど）

・新築工事・設備機器の取替え・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事・改築工事・下水道接続工事

・庭木の剪定、植栽工事・解体工事・門、ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事・公共工事の施工に伴う補償工事など

補　

助　

要　

件

徳之島町では、住宅の長寿命化、質の向上と併せて地域経済の活性化、雇用の安定化を図るため、

町民が町内の施工業者を利用して、個人住宅のリフォームを行う場合に、その費用の一部を補助

します。※同一住宅、同一人につき、「一回限り」の補助です。

補助対象者　・徳之島町内に居住及び住民登録をしていて、町税等を滞納していない人
補助対象住宅・①補助対象が所有し、現に自ら居住している住宅（貸家は対象外）

②ＵＩＪターン予定者等の購入住宅。
※店舗等との併用住宅は個人住宅部分、マンション等の集合住宅は個人専用
部分が対象。

施工業者（ ※町税等の滞納がないこと。）

・徳之島町内に本社、支社、営業所等を有する法人又は住所を有する個人業者
※リフォームに係る見積書、契約書、領収書を町内の住所で発行できること。（原
則）

補助対象工事費・対象工事費（税込）が２０万円以上であること。
その他　　　　・他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと。

・徳之島町に補助申請を行い、町から補助金の「交付決定通知書」が届いてか
ら着工し、町が指定する期限内に完了すること。（事前着工・完了住宅は認め
られません。）

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

８月１日（木）
～

９月６日（金）

徳之島町役場
2 階（海側）

建設課

午前 9 時～正午
午後 1 時～ 5 時 4 件 令和２年 2 月 28 日

※受付期間終了後、受付予定件数を上回った場合は、書類確認後抽選を行い、補助対象者を
決定します。

※申請書等の様式は、徳之島町役場 2 階建設課建築係に用意してあるほか、徳之島町ＨＰか
らも入手できます。



– 16 –2019 年 8 月号広報とくのしま

町からのお知らせ
現況届の提出は８月 30 日までです

児童扶養手当についてのお知らせ

介護福祉課 　☎ 0997-82-1111（内線 133）問
【現況届の提出について】
現況届は、受給資格の確認と所得による手当額を決定する重要な届出です。提出がない場合は 8

月分以降の手当の支給が一時差し止めとなります。期間内の提出をお願いします。

●現況届に必要な添付書類＝役場から送付される現況届案内文書をご覧ください。

●提出期間＝令和元年 8 月１日（木）～令和元年８月 30 日（金）

●提出先＝町介護護福祉課窓口

【未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金について】
児童扶養手当の受給者のうち、未婚のひとり親の方に対し、令和元年度に臨時・特別の措置として、
給付金を支給します。

●支給額＝ 17,500 円

●申請期間＝令和元年 8 月 1 日 ( 木 ) ～令和２年１月 31 日（金）

●支給時期＝原則として、令和 2 年 1 月に支給

●支給対象者

　次のすべての要件を満たす方が対象です。

　①令和元年 11 月分の児童扶養手当の支給を受ける父または母

　②基準日（令和元年 10 月 31 日）において、これまでに婚姻（法律婚）をしたことがない方

　③基準日（令和元年 10 月 31 日）において、事実婚をしていない方または事実婚の相手方の

　　生死が明らかでない方

　※支給対象者が基準日（令和元年 10 月 31 日）の翌日以後に亡くなられた場合は、その方の

　　児童扶養手当の対象となるお子さんに給付金を支給します。

●申請先＝介護福祉課窓口へ、児童扶養手当現況届と併せて申請してください。

所得状況届の提出は９月 10 日までです

特別児童扶養手当を受給の皆さんへ

所得状況届は、受給資格の確認と所得による手当額を決定する重要な届出です。提出がない場合は、

8月分以降の手当の支給が一時差し止めとなります。期間内の提出をお願いします。

●所得状況届に必要な添付書類＝役場から送付される所得状況届案内文書をご覧ください。

●提出期間＝令和元年 8 月 9 日（金）～令和元年 9 月 10 日（火）

●提出先＝町介護護福祉課窓口

介護福祉課 　☎ 0997-82-1111（内線 133）問
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町からのお知らせ

令和元年度分の国民年金保険料免除等の申請受付が令和元年７月１日より開始されています。

経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予

となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、住民生活課または花

徳支所にて免除等の申請手続きを行ってください。

保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金

や遺族基礎年金を受けられない場合があります。申請を忘れていた期間がある方は、役場国民年金

窓口または年金事務所へご相談ください。

住民生活課年金係　☎ 0997-82-1111（内線 121）、奄美大島年金事務所　☎ 0997-52-4341

対象の方は申請を

令和元年度分の国民年金保険料免除等の申請について
問

（自動音声案内に従って番号を押してください）

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

下記の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談をご希望の方は町住民生活課

国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許証

など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝令和元年８月７日（水）午後 1時～４時、８月８日（木）午前 9時～正午

●場所＝町役場１階会議室

●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金・船員保険等の年金制度全　

　　　　　　 般に関すること

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

年金委員は、厚生労働大臣から委

嘱を受けて、政府が管掌する厚生年

金や国民年金の事業について、会社

や地域で啓発、相談、助言などを行

います。年金制度について広く周知

するとともに、年金制度への理解と

信頼を深める普及啓発活動を行うた

め、日本年金機構法第 30 条に基づ

き、平成 22 年 1 月に設置されてい

ます。

【里見 光さん（亀徳）が厚生労働大臣から「年金委員」に委嘱されました】

「年金委員」の委嘱状を手にする里見さん
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町からのお知らせ
対象の活動に助成金を支払います

助成対象団体

本町における地域の景観形成につながる美化活動や植栽活動、外
来植物駆除等の環境保全活動等を行う団体で、本町の区域内にその
活動拠点を置く営利を目的としない団体（自治会、NPO 法人、地域
づくり団体または事業者等）

助成対象活動

以下のいずれかの活動（継続的に行うもの）。

①道路、公園等の公共の場所（学校や幼稚園等の教育施設敷地内
　の活動は除く）や、集落で実施する美化活動や植栽活動等
②集落の宝（石垣、歴史的建造物）の維持・補修活動

助成対象となる物品

上記に掲げた活動を継続的に行う際に必要な物品で、以下に該当
するものが対象になります。

●資材等（鎌、スコップ、剪定ばさみ、払い機等の作業道具、肥料、　
　　　　　プランター等の資材）
●樹木、花き等、集落の景観形成に資すると認められるもの

助成金の額 1 団体あたり 5 万円以内

事業実施期間 令和元年 10 月～令和２年 2 月

申請期間 令和元年 8 月 23 日（金曜日）まで

結果通知 令和元年 9 月中に文書にて結果を通知します。

申請先
徳之島町役場企画課（持参又は郵送）

※申請様式は企画課にて配布。町公式ウェブサイトにも掲載しています。

町では、景観形成や環境保全に係る地域課題への対応を図るとともに、奄美群島を訪れる観光客

のイメージアップや、世界自然遺産の推薦地にふさわしい景観・環境の創造を推進することを目的

に、地域の景観形成につながる美化活動や植栽活動、外来植物の駆除活動等を行う団体の活動に対

し、下記内容で助成を実施します。

なお、活動内容が本事業の趣旨にそぐわない場合や要望団体が多数ある場合は、ご要望に添えな

い場合もあります。あらかじめご了承ください。

徳之島町景観形成・環境保全活動助成金について
企画課 　☎ 0997-82-1111（内線 222）問
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町からのお知らせ

下記の内容で公用車の売払いを行います。入札書の様式は問いませんが、住所、氏名、連絡先、

入札金額は必須です。９月上旬までに落札者にのみ通知します。詳しくは役場総務課消防交通係ま

でお問い合わせください。

総務課　☎ 0997-82-1111（内線 216）

入札締め切り日は８月 30 日（金）です

公用車売払いについて
問

鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式への参列を希望されるご遺族を、下記の内容で募集します。お申

込みは町住民生活課へ、追悼式の詳細については県庁社会福祉課へお問い合わせください。

●期日＝令和元年 11 月 12 日（火）※前日からの団体行動になります。

●場所＝鹿児島霊園（沖縄県糸満市平和記念公園内　摩文仁の丘）

●対象者＝沖縄及び沖縄近海での戦闘で戦没した方の配偶者及び三親等内のご遺族

●申込期間＝令和元年 8 月 1 日（木）～令和元年 8 月 30 日（金）

●募集人数＝９人（鹿児島県内全市町村で）※申込多数の場合は、選考となります。

●申込先＝町住民生活課年金係　☎ 0997-82-1111（内線 121）

●問合せ先＝県庁社会福祉課　☎ 099-286-2840

８月１日から受け付けが始まります

「鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式」参列遺族を募集します
住民生活課年金係　☎ 0997-82-1111（内線 121）　県庁社会福祉課　☎ 099-286-2840問

平成 12年４月より、６歳未満の幼児を乗車して運転する際はチャイ
ルドシートの着装が法律で義務化されました。これに際し、チャイル
ドシートの認識を高めること、その着用の普及促進を図ることを目的
に、町ではチャイルドシートの貸し出しを行ってきましたが、その目
的を達成したことから、令和元年８月 30日（金）をもってチャイルド
シートの貸し出しを終了いたします。町民の皆様のご理解とご協力を
お願いします。

総務課　☎ 0997-82-1111（内線 216）

８月 30 日（金）で貸し出しを終了します

チャイルドシート貸し出し終了のお知らせ
問

●車種・型式＝トヨタ T-YY61 改（特殊車両）

●初年度登録＝平成２年 11 月

●走行距離＝ 5166 ｋｍ　●車検＝無し

●受け渡し場所＝徳之島町役場南側駐車場

●最低売却価格＝ 30,000 円

●入札締め切り日＝８月 30 日（金）午後５時必着
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町からのお知らせ

徳之島ダムの水を畑に散水するため、鹿児島県徳之島事務所農村整備課によるパイプラインと散

水施設（スプリンクラー等）の整備を行っています。スプリンクラー等の設置工事は、地権者・耕

作者の方から施工の同意をいただき、営農時期を調整してから工事を行います。スプリンクラー等

設置の希望がありましたら、徳之島町役場耕地課までご相談ください。なお、事業完了が近い地区

もございます。早めのお申込みをお願いします。

耕地課　☎ 0997-82-1111（内線 232）

スプリンクラー等設置は耕地課へ相談を

畑かん事業推進について
問

令和元年初のパレードに参加しませんか

第 38 回どんどん祭りパレード参加団体を募集します

令和元年 8月 11 日（日）に実施されるどんどん祭りのパレード参加団体を募集します。皆様の

応募をお待ちしています。

●日時＝ 8 月 11 日（日）　午後４時 40 分から開会式
　　　　　　　　　　　　 午後 5 時スタート　
●場所＝亀津新漁港から亀徳新港特設ステージまで
●パレード曲＝花の徳之島、ワイド節
●申込締切＝令和元年８月２日（金）
●申込先＝地域営業課（徳和瀬「みのり館」内）
　　　　　担当：武田・澤　☎ 0997-83-4111

地域営業課 　☎ 0997-83-4111問

工事負担金（１反あたり） 支払い者 支払い方法

約 21,000 円 地権者 町役場会計へ　

賦課金（１反あたり年間 ) 支払い者 支払い方法

普通畑　5,000 円 耕作者 徳之島用水土地改良区へ口座振替

【工事負担金（工事に係るお金、1 回限り）】

※負担金はスプリンクラー引き渡し後に御請求します。

※上記は 97％補助（個人負担３％）で算出した概ねの金額です。

※区画形状などにより金額が多少異なります。あらかじめご了承ください。

【経常賦課金（畑にまく水代）】

※ポンプ場・パイプラインなどの施設は【徳之島用水土地改良区】が管理します。

※徳之島用水土地改良区の運営費は、組合員となる農家の皆様が経常賦課金（水代）を毎年

　負担することにより運営されます。

【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　
（入館は午後 4 時 30 分まで）　
【入館料】無料

※ 8 月 11 日（日）は午前のみ開館
※台風等の影響で臨時休館すること
　があります。
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母間新港で花火も上がります

『母間ちゅっきゃい節夏祭り ＆東天城祭り』を開催します

母間校区振興会と徳之島町のコラボによる、『第25回母間ちゅっ

きゃい節夏祭り＆第 2回東天城祭り』を開催します。

会場一体となった盆踊りや地域の伝統芸能をはじめ、地元出身

ミュージシャンによるライブも開催。

また、祭のラストは、母間の夜空を彩る花火を打ち上げます。　

たくさんの方のご来場をお待ちしております。

●日時＝令和元年８月４日（日）午後６時

●場所＝母間新港特設会場　　※駐車場も母間新港となります。

花徳支所　☎ 0997-84-0048問

休館日や体験学習講座等

郷土資料館からのお知らせとお願い
徳之島町郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

令和元年（2019 年）8 月～ 10 月の休館予定日

８月 ５日 ( 月 )、※ 11 日 ( 日 )、13 日 ( 火 )、19 日 ( 月 )、26 日 ( 月 )

９月 2 日 ( 月 )、9 日 ( 月 )、17 日 ( 火 )、24 日 ( 火 )、30 日 ( 月 )

10 月 7 日 ( 月 )、13 日 ( 日 )、21 日 ( 月 )、28 日 ( 月 )

【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　
（入館は午後 4 時 30 分まで）　
【入館料】無料

※ 8 月 11 日（日）は午前のみ開館
※台風等の影響で臨時休館すること
　があります。

●日時＝令和元年 8 月 10 日 ( 土 )　【午前の部】午前 10 時～正午【午後の部】午後２時～４時　　　　　　　　　　　 
●場所＝町生涯学習センター３階工作室
●講師＝池村 茂（工房 海彩）
●参加費＝１人 1,000 円（材料費）
●定員＝午前・午後ともに 20 名
　　　　（定員に達し次第受付終了となります。）
●申込み方法＝町郷土資料館へ電話でお申込みください。
※広報紙以外でも開催案内をしているため、お申込み時点で定員に達している場合があります。
　あらかじめご了承ください。

郷土資料館体験学習講座～ヤコウガイのアクセサリーを作ってみよう～

～郷土資料館からのお願いです～
○生涯学習センター内での大きな音を立てての階段の上り下りや、大きな声での会話、その他

利用者の迷惑となる行為については固く禁じています。ご協力をお願いします。

○郷土資料館展示室内での飲食はご遠慮ください。

○団体見学（15人以上）については、事前に申請が必要です。

○資料の受け入れについては、事前の相談が必要です。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。
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徳之島町主催大会を実施しました

令和元年度第 49回徳州球技大会（徳之島町主催）を６月中に開催し、全７競技で熱戦が繰り広

げられました。各競技の結果は次のとおりです。

第 49 回徳州球技大会結果について
社会教育課 　☎ 0997-82-2904問

男子団体 女子団体

１位 天城町 伊仙町

２位 徳之島町 天城町

３位 伊仙町 徳之島町

個人戦男子 個人戦女子

１位 萩田 恭平（伊仙町） 藤田 淳子（伊仙町）

２位 前川 勝志（天城町） 瀬田 光子（徳之島町）

３位 千葉 茂　（天城町） 佐平 奈津美（天城町）

３位 武田 勝太（天城町） 作井 澄子（伊仙町）

男子団体 女子団体

１位 徳之島町 天城町

２位 天城町 ー

※個人一般は荒天のため中止となりました。

男子 A 級 女子 A 級

１位 尚 大道・久保 悟（徳之島町） 内 愛理・藤田 織菜（徳之島町）

２位 四本 信仁・仲 誠喜（伊仙町） 梅本 理紗・久保 愛子（徳之島・伊仙）

３位 迫田 大作・琉 喬至（徳之島町） 奥 つかさ・西 星良（伊仙・天城）

男子 女子

１位 伊仙町 徳之島町

２位 天城町 天城町

３位 徳之島町 伊仙町

●卓球（6/2、徳之島町体育センター）

●ソフトテニス（6/2、徳之島町
　健康の森総合運動公園庭球場）

●バドミントン（6/9、徳之島町体育センター）

●バレーボール
　（6/16、徳之島町体育センター）

１位 徳之島町

２位 天城町

３位 伊仙町

●ゴルフ
　（6/16、大原カントリークラブ）

１位 伊仙町

２位 徳之島町

３位 天城町

●軟式野球（6/16、徳之島町健康
　の森総合運動公園陸上競技場）

１位 伊仙町

２位 天城町

３位 徳之島町

●サッカー（6/16、徳之島町健康
　の森総合運動公園多目的広場）

【ソフトテニス競技で優勝した徳之島町】
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生活リズムの乱れ等により青少年の非行や不登校につながる夏休み期間。家庭・学校・職場・
地域等が一体となって、基本的生活習慣の育成や非行防止、水難・交通事故防止及びインターネッ
ト利用による子どもの性被害防止等に努めましょう

夏の「郷土に学び・育む青少年運動」教育委員会だより ７月１日（月）～８月 31 日（土）

～正しい利用で、安心安全にインターネットを楽しみましょう～
〇フィルタリングを利用し青少年を有害情報から守りましょう！
・保護者は青少年が有害情報を閲覧・視聴することがないように努めなければなりません。

・事業者や代理店は、契約時にフィルタリングの必要性

等について書面を交付し説明しなければなりません。

〇青少年に対して自画撮り等の提供を不当に求
めることは犯罪です！【県青少年保護育成条例
の改正について（令和元年７月１日～）】

　夏休み前の児童生徒へ、右記のパンフレット
を配布しました。各家庭でご覧いただき、イン
ターネットの危険性や使用時のルールづくりな
ど話し合いましょう。 【小学生向け】【中高生向け】

世界自然遺産登録推進・次世代育成事業

この　　   を知りませんか？草花
人によって他の地域から持ち込ま

れた動植物のことです。『外来種』が
道路脇や畑に投げ捨てられると、先
祖から受け継がれた島の宝である自
然が乱され、私たちの暮らし ( 農業、
畜産業、建設業、観光業など ) にも
悪影響を与えてしまいます。

また、『外来種』によって島の希少
な動植物が脅かされていることは、
世界自然遺産登録に向けての大きな
問題にもなっています。

～『外来種』とは～

実は　　　　　なんです。
「近くにある」「似たような草が生えている」など

情報をお寄せください。
お寄せ頂いた情報は、外来種駆除（対策）の計画に盛り込みます。

外来種
やばい！

アメリカハマグルマ

NPO 法人徳之島虹の会　TEL ＆ FAX：0997-86-3575 

環境省徳之島管理官事務所　TEL：0997-85-2919

徳之島地区自然保護協議会（事務局：徳之島町企画課）

TEL：0997-82-1111（内線 222）

ストップ！ロードキル

アマミノクロウサギ
交通事故件数

件９
（2019 年 1 月～）

～ Safe Drivung For Wildlife ～

（徳之島内）

オウゴンカズラ ( ポトス )

連
絡
先



– 26 –2019 年 8 月号広報とくのしま

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『飛族』

村田 喜代子／著〔小説〕

朝鮮との国境近くの島で、老女が 2
人だけで暮らしている。ウメ子の
母親で 92 歳のイオと、その海女友
達で 88 歳のソメ子だ。彼女たちの
厳しい海辺暮らしと、シンプルに
生きようとする姿を描く。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『樹木希林 120 の遺言』

樹木 希林／著〔実用書〕

とにかく、世の中を面白がること。
老いだって病気だって、自分の栄
養になる -。生・老・病・死など普
遍的なテーマを中心に、樹木希林
が残した 120 の言葉を厳選して収
録する。

『プログラミングって何？』

関 和之／作〔児童書〕

自信をもって生きていくには、自
分でとことん考え、そのときの自
分にとっての正解が何かを判断し
ていく力が必要。「プログラミン
グって何 ?」をテーマに、プログラ
ミングのしくみや可能性などをマ
ンガで紹介する。

『白い巨塔』

山崎 豊子／著〔小説〕

昭和、平成、令和と何度も映像化さ
れてきた作品の原作。50 年以上前
に発表された作品にもかかわらず古
臭さを感じさせない社会派小説。財
前、里見という対照的な二人を通

して医師としての在り方、生命の尊重が描かれている壮
絶な人間ドラマ。テレビドラマを見た人にも見ていない
人にも読んでほしい作品です。

お知らせ
○あかちゃんおはなし会　8/4（日）午後 2 時 30 分～

○毎月のおはなし会　8/10・24（土）午後 2 時 30 分～

○返却ポスト回収予定日

　花徳支所 （8/16・25）、 阿田野平住宅 （8/3・20）

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

☆職員おすすめ本☆　    

『あれあれあれれ』

つちだ のぶこ／作〔絵本〕

「このあいだ買っておいたあれ、な
いんだけど」「あれ、あそこにある
でしょ」…。みんなが言ってる「あ
れ」って何 ? 無意識に口にしてし
まう「あれ」という言葉に注目し、
コミュニケーションの面白さを描
いた愉快な絵本。

【8 月の展示本】課題図書

８月のイベント
★月遅れたなばたまつり　8/6（火）午前 10 時～ 12 時

　　【場所】 町生涯学習センター２階ホール

★貝がら標本展　8/9（金）～ 8/31（土）

★貝がら名付け会　8/25（日）午前 10 時～ 12 時

　　　【場所】 図書館 1 階ロビー

　　 ・ 学芸員さんと貝がらの名前を調べよう！

　　どなたでも無料で参加できます。 詳しくは図書館までお

問い合わせください。

徳之島町立図書館★応援隊
としょかんキッズ
１４名決定！！
図書館の行事等を

お手伝いしてくれます。
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○
お
産
に
つ
い
て

○
お
っ
ぱ
い
ケ
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に
つ
い
て

○
赤
ち
ゃ
ん
の
虫
歯
予
防
は
お
母
さ
ん
か
ら

　

～
お
腹
の
中
か
ら
始
め
る
歯
育
て
～

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
８
月
26
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　
　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
８
月
22
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

徳之島町子育て世代包括支援センター　
徳之島町保健センター　　☎ 0997-83-3121

「笑学校 in 徳之島 ～笑う人はなぜ健康なの？～」
　健康の秘訣を、東北で活躍中の笑い療法士、高橋綱紀さんが伝授いたします。
　入場は無料です。皆様のお越しをお待ちしています。
●日時＝令和元年 9 月 12 日（木）午後 6 時 30 分～午後 8 時
●場所＝生涯学習センター 2 階ホール　●お問い合わせ＝徳之島町保健センター

「なくそう！受動喫煙」

　2018 年 7 月、健康増進法の一部を改正する法律が成立しました。

このことで、受動喫煙を防止するための取り組みは、マナーから

ルールへと変わります。（2020 年４月１日より全面施行されます。）

徳之島町保健センターでは、肺がん検診や生活習慣病に関する相談を受け付けています。

徳之島町の登録店舗から をご紹介します。「漁師の店さかな」

　鹿児島県では、全面禁煙に取り組む飲食店又は喫茶店を　　　　　　　　　

として登録し、ホームページなどを通じて県民の皆様に情報提供する制度を行っていま

す。みなさま，登録店をぜひご利用ください。

「たばこの煙のないお店」

海
鮮
丼
・
魚
汁
セ
ッ
ト
・

お
刺
身
定
食
な
ど
、
新
鮮

な
魚
料
理
を
た
ば
こ
の
煙

を
気
に
せ
ず
美
味
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。

【漁師の店さかな　亀津 7656　☎ 82-1833　ランチタイム AM11:30 ～ PM14:00】

店舗外観

海鮮丼
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きゅらっか島へ！
～みんなで一緒に美しい島へ～

「身の回りのことは自分で」と、食事の準備や部屋の掃
除、ゴミ出しなども全て自分でされているミヤさん。毎
朝のラジオ体操も日課です。地域サロンにも自分の足で
通い、昨年は「健康長寿のお手本」として町から表彰を
受けました。健康の秘訣は、地域サロンに通うことと、
近所の方と話をすること。インタビューの際に握手をし
た手は、暖かく力強さが感じられました。いつまでも元
気でお過ごしください。

わっきゃまちの

まじんな～
亀津中学校

生徒会

亀津中学校生徒会では、毎週１回の朝のご
み拾いや、全校生徒で登校時のごみ拾いを年
に数回行っています。清掃しながら地域の人
へ元気なあいさつで声をかけ、校区を明るく
元気にしています。「よく落ちているごみは、
たばこの吸いがらやペットボトル。ごみが落
ちていると心が痛み悲しい気持ちになります。
ポイ捨てはしないようにしてください！」

きまいたりっちゅ 中  ミヤさん
亀徳（98 歳）

おはよう
ございます ！

おはよう！


